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1． Financial JAPAN “Perspective”

金融経済月刊誌『フィナンシャル ジャパン』編集部記者による、金融・経済・政治・社会のニュ

ースの見方。本誌とはまた一味違った分析、解説も。

【Economy】携帯向けの雑誌配信サービスが相次ぎスタート

ソフトバンク傘下の「ビューン」、DeNAとNTTドコモが出資する「エブリスタ」は、それぞれ６月から携帯向け雑

誌の配信を開始した。エブリスタはサービスの中で、アマチュアクリエイター向けの賞金制度も用意しており、

コンテンツ産業の振興への寄与が期待されている。

フィナンシャル ジャパン編集部 佐伯 英良

６月からサービス開始

ソフトバンクグループのビューンは 6 月 1 日、携帯電話向けの雑誌配信事業をスタートした。このサービスは、米

国アップルの iPad、iPod touch やソフトバンクの携帯電話で、30 以上の新聞、雑誌、テレビニュースを見ることがで

きるというもの。利用料金は iPadが月額450円、iPhone と iPod touchが 350円、SoftBank3G携帯電話が315

円。ほとんどの媒体で紙媒体の発売当日から主要な記事が配信され、順次更新される。5 月 31 日の記者会見

にはソフトバンクの孫正義社長も参加し、事業への意気込みを感じさせた。

インターネット上でのオークションやショッピングサイトの企画・運営を行う DeNA と NTT ドコモが出資するエブリスタ

も、6月 7日から携帯向け雑誌「E★エブリスタ」の配信を開始している。E★エブリスタは、著名な作家や漫画家ら

による書き下ろし作品などを読める「E★プレミアム」と、アマチュアクリエイターの作品を読める UGC(User
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Generated Content)の２層構造になっており、E★プレミアムは月額 210 円、アマチュア作品は無料で読むことがで

きる。

E★エブリスタでは、UGC に投稿したクリエイターのうち、作品が高評価を得たクリエイターに賞金が支払われるシ

ステムになっている。賞金は月額の利用料金から拠出され、月間で最も多くの支持を集めたクリエイターに 100 万

円相当のポイント（換金可能）が支払われる。5 月 17 日からサイトをプレオープンしているが、5 月末時点で 100

万件以上の投稿があったという。

＜ビューンの提供コンテンツ＞

朝日新聞出版 週刊朝日、AERA
ALBA ALBATROSS-VIEW、Regina、
講談社 FRIDAY、ゲキサカ プラス

実業之日本社
ネイルVENUS、ブルーガイド ココロ旅 北海道、ブルーガイド ココ
ロ旅 東京、ブルーガイド ココロ旅 京都、ブルーガイド ココロ旅

主婦の友社 mina、Pre-mo、Baby-mo
小学館 CanCam、女性セブン、DIME、BE-PAL
スポーツニッポン新聞社 スポーツニッポン
ダイヤモンド社 週刊ダイヤモンド、ダイヤモンドZai
ダイヤモンド・ビッグ社 地球の歩き方 アメリカ西海岸、地球の歩き方 スペイン
西日本新聞社 西日本新聞
日本テレビ放送網 日テレNEWS２４
プレジデント社 PRESIDENT、プレジデントFamily、dancyu
毎日新聞社 毎日新聞、エコノミスト、サンデー毎日

＜「E★エブリスタプレミアム」の主なコンテンツ＞

作品カテゴリ 作家名 コンテンツ名
梁石日 大いなる時を求めて
みうらじゅん 仏像少年
向山貴彦 ほたるの群れ
松本零士 幻想新幹線０
江川達也 あああああい先生
倉田真由美 お天気お兄さん
蛭子能収 田中の冒険
井上紀良 ログ・イン
VAMPS VAMPS on the ROAD
成海璃子×平間至 ナルミカメラ
サンボマスター お詫びと訂正～ごめんなさいじゃすみません～
持田香織 もちだより
香山リカ 結局、女はカラダが一番！
小森純 小森純のみんなで男の胃袋掴むぞレシピ
中田英寿 中田英寿が語るワールドカップ
団長（安田大サーカス）団長安田のお笑い自転車倶楽部

小説

コミック

エッセイ

スポーツ

コンテンツ市場の拡大やクリエイター育成への寄与が期待される

現在日本では、知的財産戦略本部が「国際標準化特定戦略分野」として、先端医療や水関連技術とともに、

コンテンツメディアを強化する方針を掲げている。ここでは、デジタル・ネットコンテンツビジネスの市場規模を、2020
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年までに７兆円（現在は１兆 4000 億円）にまで拡大する目標だ。

同本部が５月に行った「コンテンツ強化専門調査会」では、「デジタル化・ネットワーク化の進展の中で、我が国

コンテンツは米国において次々と創造される新たなコンテンツプラットフォームの攻勢に晒されて後手に回りがちであ

り、国際的競争力があるゲーム分野ですら必ずしも安泰ではない。デジタル化・ネットワーク化は新たなビジネスを

生み出す重要な出口であり、電波の利活用の促進も含めて積極的に戦略を進めていく必要がある」との意見が

出ており、同本部は日本のコンテンツ産業の将来に危機感をのぞかせている。ビューンや E★エブリスタがどれだけ

受け入れられるかは不透明だが、ようやく日本でも電子コンテンツが事業化されるようになってきており、コンテンツメ

ディアの振興に寄与することが期待されている。

クリエイター育成や通信インフラなどで課題も

ただコンテンツ市場の拡大を考えるにあたり、現状ではさまざまな課題がある。その一つが人材育成の問題だ。

同調査会でも「クリエイターに対する利益還元が十分でないために、優秀な人材がコンテンツ業界に入りにくいとい

う構造的問題がある。こうした中、人材育成のための基盤についても手を打つ必要がある」と指摘されている。この

ため、E★エブリスタのような賞金制度はクリエイターの育成にも寄与することが期待されている。DeNA の南場社長

も E★エブリスタの会見の席で、作品から報酬を得られないアマチュアクリエイターを経済的に支援することも E★エ

ブリスタの目的、と語った。

通信インフラを十分に整えることも必要だ。ビューンの場合、サービスを開始した６月１日にアクセスが集中したた

め、コンテンツの閲覧ができない状況に陥ってしまった。ビューンの予想以上にユーザーからの反響が大きかったと見

ることもできるが、ユーザーに不安感・不信感を与えることになってしまったのも事実。多数のアクセスに耐えられるよ

う、十分な通信環境の整備が求められる。
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3． 現場発 ： ニュースの裏側

取材で記者が遭遇したエピソードを披露。雑誌には書けないけど面白い・タメになる、そんな話を、

普段見られない記者の素顔と共にお届けします。

恐竜が滅びても小動物は生き残る

かつて地上をわが物顔で、のし歩いていた恐竜。その巨大な身体から想像される、スケールの大きさと強さに

憧れを抱く人は多くいます。だが、そんな恐竜が滅びた時も、私たちの祖先に当たる小さな動物は生き残り

ました。企業の経営にも同じことが言えそうです。

稲葉 功

自社が大きくなることを夢見る経営者は多いでしょう。規模が大きければ、競合他社にも負けにくくなります。信

用もされやすく、融資を受けるのも容易になります。また、親会社の意向に振り回されずに、思い通りの事業展開

をしやすくもなるでしょう。会社の規模が大きいと、それなりのメリットがあります。

ところが先日、記者が取材で訪れた中小企業の社長は、こんなことを言っていました。

「大企業よりも中小企業の方が、思い通りのことをやれる」

その社長は以前、大企業を経営していた経験のある社長です。1980 年代の後半、バブルの頃まではコンピュー

ター・ゲームの開発販売を手掛けていました。世界十数カ国に子会社を持ち、売上は 100 億円を超えるかなり大

きな会社だったそうです。

その頃は社長も「会社は大きい方がいいに決まってい

る」と思っていたそうです。自然界では、小さな動物は大き

な動物に食べられてしまいます。これと同じでビジネスの世

界も弱肉強食。小さな会社では、いずれ大きな会社に飲

み込まれてしまうかもしれません。

だからどこにも負けないように「恐竜のように大きくて強い

会社を目指していた」と、その社長は当時を振り返ります。

だが、そうやって会社を大きくしていっても「返って思い通

りにはならなかった」と言います。

規模が拡大するほど、守らなければならないものは増え

ます。そのため、会社の評価や株価を気にするようになりま

す。消費者からのクレームにも敏感になります。そして奇抜な発想を避け、保守的になっていきます。また、監査法

人から狙われやすくなったり、税金対策に追われたりします。

「大きくなったら目立つようになった。思惑とは逆に狙われやすくなった」と社長は語ります。守ることに追われるよう

になり、目標を持って自由に動きにくくなったそうです。大きくなっても「思ったほど強くはならなかった」と述懐します。

そしてバブルが崩壊した時、環境の急激な変化に対応できずに、社長の会社も倒産の憂き目に遭いました。あ

たかも「恐竜が絶滅に追い込まれたようなものだ」と社長は言います。ある環境に適応して育ってきた恐竜は、環境
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の変化にはとても弱いのです。

それに対し、この社長が現在経営している中小企業は、規模こそ小さいですがとても機敏です。

もとはデジタル・コンテンツを販売する会社でありながら、一方でアナログなモノづくりも手掛けています。今では手

づくりしたモノにデジタル・コンテンツをプリントする新たなビジネスで躍進中です。いくつもの特許も取得して、他社が

追随できない状況を、常につくり出しているのです。

この社長は言います。「今の会社は小動物のようなもの。エサのある所を探して常に移動する。そして危険を察

知すればすぐに逃げることができる」。

だからこそ中小企業でありながら、不況で大企業が苦しむ中でも、売上を伸ばし続けているのです。「小さい方

が小回りは利く。その分、自由に行動できる」と社長は語ります。

環境が急激に変化する時代には、大企業よりも中小企業の方が有利なのです。大企業と中小企業の両方を

経営した経験のある社長だからこそ、たどり着いた結論です。

実際、恐竜が滅びても、小動物は生き残りました。小動物のほうが環境変化には強いのです。こうして数々の

変化を乗り越えた小動物がわれわれ人間の祖先になったのです。今の不況も中小企業にとっては、将来の繁栄に

つながるチャンスなのかもしれません。
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4. Financial Club からのお知らせ

会員の皆様と幅広い知識を共有できるよう、経済や投資・資産形成などに関するイベント・セミナーをご

用意しています。

6 月 13 日の夜「はやぶさ」が地球に帰還しました。テレビでの中継はありませんでしたが、インターネットの動画サ

イトやツイッター上では大変な盛り上がりでした。

数々の困難を乗り越えて帰ってきた「はやぶさ」。

以前、フィナンシャルクラブで JAXA 執行役の長谷川義幸氏を講師にお迎えして、国際宇宙ステーション日本

実験棟「きぼう」を中心にお話をいただきましたが、JAXA の方々の熱い想いが伝わる内容でした。

そんな熱い方々に支えられて帰ってきた「はやぶさ」。多くの方が「はやぶさ」の姿に勇気づけられ、感動している

様子が印象的でした。なんだか久しぶりに「夢」とか「ロマン」とか「希望」とか、そういうものが人を動かす力を見た気

がしました。

ちなみに私も、大気圏突入後、燃え尽きる「はやぶさ」とその前を行く「はやぶさ」から分離されたカプセルの映像

を見ながら思わず号泣してしまいました。(笑)

さて、先週は「解説！マーケット情報」が開催されました。講師はＮＰＯ法人日本ＩＦＡ協会理事の広砂 隆氏。

テーマは「割安感のある日本新興市場株式」。

まず、

マーケットの現状

主だった国の 5 年国債利回り

中国・インド事情

本格的回復が視野に入った国内企業

についての解説の後、本題の「新興市場の状況」について

・内需型、為替等海外要因の影響を受けにくい、チャート分析・・・底打ち感

・東証の新株式売買システム・・・注文処理が 2～3秒→3～5/1000 秒へ→ディーラーの新興市場への参加

・世界的技術をもつ企業も

・ＰＢＲ、ＰＥＲでの割安感台頭

こうした中で、中国との関係について

・中国人による日本への観光、中国企業による日本企業買収

というお話と、注目テーマとして

・ｉＰａｄ関連銘柄、３Ｄ関連銘柄、携帯電話関連、ＰＣ関連

についてのお話がありました。世の中の動きというものは多角的に見る必要があることを感じたセミナーでした。

今週は 17 日に「知って得する相続・贈与入門セミナー」を開催します。こちらも、奮ってご参加ください。


